
















































二つ目は､ 絵画や彫刻などの ｢純粋芸術｣ と､ 装飾や工芸







堀内 美里*・ 鼓 みどり
On Japanese Concept of the Nature Sought by Dresser and Gogh
―Analysis of the Books and Works―
Misato HORIUCHI and Midori TSUZUMI
Abstract
Japanese art came to Europe in the 19th century. It inspired a lot of European artists. Christopher Dresser
and Vincent van Gogh were interested in Japanese religion and the nature. This paper focuses on Japanese
concept of the nature sought by Dresser and Gogh. Firstly, it analysis Dresser's book and works after his
visit to Japan. Secondly, it looks into Gogh's letters and works to see him getting to Japanese spirit.
キーワード：ジャポニスム､ ドレッサー､ ゴッホ､ 日本人の自然観､ 近代美術､ 日本美術





うな ｢大芸術｣ に対して､ 実用的な道具類は ｢小芸術｣ と考

























日本美術のこのような特徴は､ 西欧に浸透し､ 絵画､ ポスター､
版画などにとどまらず､ 様々な工芸品の装飾に影響を与えた｡
東洋の自然観には､ 自然と人間を同等の価値を持った存在と










































































に与えられない特権であった｡ 訪問は､ 横浜から神戸､ 淡路
島､ 兵庫､ 奈良､ 大阪､ 和歌山､ 高野山､ 京都､ 宇治､ 大津､
















記 し た 著 書 Japan, its Architecture, Art, and Art
Manufactures ６を刊行した｡ これは､ 前半が日本の訪問記､
後半は日本の宗教や建築､ 象徴的装飾､ また漆器､ 陶器､ 金
工､ 織物など日本の工芸品について記述されている｡ 後半部
分には､ ｢宗教と建築｣ と題された章があり､ そこで彼は日
本の宗教と美術との関係を捉えようとしている｡ この章で､
彼はまず日本の二大宗教である ｢神道｣ と ｢仏教｣ について
語る｡ 日本の美術に関して記す前に､ 彼は宗教を理解するこ
















物を神として崇拝し､ 彼らに ｢感謝の気持ち｣ を捧げること
なのだ､ と解釈した｡ 彼は､ 祖先へ感謝の気持ちを持ち続け
ようとする日本人の態度を ｢誠実な態度｣ であるとし､ それ
を好ましく感じている｡ 祖先崇拝によって､ 日本人は ｢誠実
な態度｣ を養ったのだ､ と彼は理解したのだった｡
そして､ 神道信仰によって養われた日本人の ｢誠実な態度｣
は､ 神道建築や工芸品に見られる ｢入念な仕上がり｣ に表れ
ていると､ 彼は分析している｡ 彼が日本で目にした神道の建
築物は､ 目に見える部分も､ そうでない部分も､ たとえ小さ
な部分であっても､ ぞんざいにつくられている箇所が見付か
らなかったのだという｡ 日本の工芸品についても同じことが
指摘された｡ それは､ 箱､ 盆､ 壺などに施された装飾を例に










また ｢自然崇拝｣ については､ ｢火や太陽への崇拝｣ につ
いて記述している｡ 例えば､ 太陽への崇拝については､ 三重
県の二見ノ浦８で見られる ｢日の出礼拝｣ を取り上げ､ 自然
を崇拝することによって､ 日本人は ｢自然に対する愛情｣ を
養ったのだと結論付けている｡




































た日本の美術工芸品には､ 季節感のある ｢詩的な表現｣ や､
動物の ｢グロテスクな表現｣ が特徴的である､ と彼は考えた｡
｢グロテスクな表現｣ は､ 当時､ 日本でよく目にすることの
できた根付を例にあげ､ 特に､ 動物の形をした根付の､ 装飾
的で､ 獰猛な力強さのあるグロテスクな表現を賞賛した｡ 根
付は､ 当時､ 西欧でもてはやされており､ 1890年に刊行され





工芸品以外で､ 人々の ｢自然への愛情｣ が表れているもの
として､ ドレッサーが最も注目したのは､ 日本の ｢素描｣ で





いる12｡ ドレッサーは､ 日本の子供たちが､ ペンではなく筆




ている｡ それは､ 筆の使用によって､ 自由でのびのびとした
柔軟な線が描けること｡ 吸収性のある紙の使用によって､ 正
確なタッチが得られること｡ また､ シンプルで､ 厳選された
形の表現がされることである｡
そして､ 特に ｢植物を描いた素描｣ については､ [図 2]
などの例をあげて､ 短く明瞭な線描がされることと､ 丸みの
ある線ではなく鋭い角のある線描がされることによって､ 植
物のもつ ｢力強さ｣ や ｢生命感｣ が表現されていることに注
目している｡ また､ ｢動物を描いた素描｣ については､ 動物
の表情などに愛嬌のある表現がされることを付け加え､ 例え
ば [図 3] では蟹が微笑んでいるように描かれているのだと







画』 には､ 例えば [図 4] のように､ 簡素な線のみで､ 馬が
走る形やその速さを巧みに表現しているものがある｡ 北斎が
注目された理由は､ おそらく簡素で､ 必要最低限の線だけを
使って､ 動物の性質や動き､ 表情を的確に捉え､ それが生き
ていることを表現できているからではないかと思われる｡ ド
レッサーも､ 日本人の描く ｢生きた素描｣ に深く感動してい



















製品､ テキスタイル､ 家具などに及んでいる｡ ここでは
Japan, its Architecture, Art, and Art Manufactures の






インが多い｡ 例えば《花卉文皿》 [図 5] は､ 皿全体のデザ
インは幾何学的でありながらも､ 縁に配された ｢丸に花の文
様｣ は左右非対称で日本的な文様の特色を示している｡ 日本
の ｢丸に花の文様｣ には､ 小さな円形の中に草花が咲いてい
るかのように描かれたものがある [図 6]｡ 彼は､ 日本の家
紋を木版で刷った ｢紋帖｣ や､ 狩野派と思われる絵師の画帖
などを所持しており､ それらが参考にされたものと想像でき
る｡ Japan, its Architecture, Art, and Art Manufactures
の中で､ ドレッサーは､ ｢日本の装飾 (文様) の構造は､ 巧
みな配置と細部の強調が十分に考察されている｣13 とし､ 日
本の装飾の非対称で不規則な配置に注目している｡ 日本の文






伊万里焼､ 肥前焼､ 備前焼､ 淡路の眠平焼､ 和歌山の豊助焼､
京焼の永楽､ 楽､ 相馬､ 清水､ 粟田､ 仁清､ また萬古焼､ 温
















品 [図 7] を残している｡ また､ 彼は､ 日本を訪れる以前か
ら､ 万博で目にした日本の無釉の陶器に注目していた｡ それ
は1860年代後半から彼のデザインに取り入れられたと指摘さ
れている16｡ 日本の陶器の特徴である施釉技術 (無釉､ 偶然
が加わった釉薬の使い方など) や不規則な形 (歪みやくぼみ





器に価値を見出していたことが分かる｡ 彼は､ 萬古焼､ 備前
焼､ 常滑焼などを日本で目にし､ 赤土でつくられた暗い赤色
の､ 釉薬を施していない焼き物に注目していた｡ 特に萬古焼




る｡ 釉薬を施したものも､ 施していないものも､ それらは同
様に装飾のうちなのだ｡｣18 と述べている｡ 1870年代後半に制
作されたワットコム・ポタリーの作品には赤土でつくられた






























彼は日本の筆による素描を賞賛していたが､ 《鉢》 [図 10]















(真葛焼) を越えるものはない｣21 と賞賛している｡ グロテスク
な蛙の高浮彫が施された《鉢 (蛙レリーフ) 》 [図 11] は､
丸い器によじ登る蛙の姿が､ 香山の《色絵蟹高浮彫水鉢》の
蟹の姿に似ていると言われているこの《色絵蟹高浮彫水鉢》







































が､ 後にこれを放棄した｡ しかしながら､ キリスト教への傾
倒は変わることなく､ その後も伝道師を志し､ 伝道活動をし





















































ル・ギメ著､ フェリックス・レガメ挿絵の 『日本散策』 25
(1878年)､ エルネスト・シェノーの 『ガゼット・デ・ボザー
ル』 誌の記事 ｢パリにおける日本｣ (1878年９月､ 11月)､ ル
イ・ゴンスの 『日本美術』 (1883年)､ 『パリ・イリュストレ』
誌の日本特集号 (1886年５月)､ ピエール・ロティの 『お菊
さん』 26 (初刊1887年)､ Ｓ・ビング編集の月刊誌 『芸術の日
本』 (1888-91年) 27 ､ さらにゴンクール兄弟の 『マネット・
サロモン』 (1864年) や 『19世紀のある芸術家の家』 (1881年)
の影響も指摘されている28｡ これらの中でも､ アルル時代に













地アルルは､ 健康上､ また芸術上､ 彼の欲求を満たしてくれ
る恰好の場所だった｡
移住してすぐ､ 彼は､ 明るく色彩豊かなアルルの景色をま








に思わせた｡ 一方､ 彼が読んでいた書物､ 例えばロティの












書簡の記述を見ると､ ゴッホは日本人を ｢陽気｣ な気質を
持った人々だと捉えているのが分かる｡ この気質は､ 彼が好
み､ 目指した気質でもあった｡ つまり､ 日本人は彼にとって
好ましい気質を備えた人物として理解されていた｡ 実際､ ギ
メの 『日本散策』 には､ 日本人のことを愛想がよく､ よくしゃ
べり､ よく微笑む陽気な人々であるという記述が見付けられ
る32｡





















れる文章がビングの 『芸術の日本』 にある｡ ビングは､ 日本
の芸術家は ｢自然｣ を最も信頼し､ それを ｢霊感の泉｣ とし､
｢素朴な情熱をもってこの自然に没入し､ その作品に､ 心の
奥底に触れる無比の誠実さを刻印する｣ 33 と述べている｡ こ
こには､ ｢自然に没入する｣ 日本人というゴッホのイメージ
の素材が見付けられる｡ また､ さらにゴッホは､ 日本人のこ
とを ｢あたかも己れ自身が花であるかのごとく自然のなかに
生きる｣ (書簡542) 人々であると考えたが､ 彼にとって ｢自
然に没入する｣ ということは､ つまり人も自然の一部である
かのように､ 自然と一体化するということを意味していたの
ではないかと考えられる｡ つまり､ ここで彼は､ 自然と人間
を同等の価値を持った存在として捉えている｡
書簡542で､ ゴッホは日本人についての詳細なイメージを
語っている｡ そこで彼は､ 日本人を ｢賢明で､ 達観していて､
知性の優れた人物｣ であるとし､ ｢たった一茎の草｣ を ｢研
究｣ して ｢時を過ごす｣ 人々であると記している｡ そして､
｢この一茎の草がやがては彼 (日本人) にありとあらゆる植
物を､ ついで四季を､ 風景の大きな景観を､ 最後に動物､ そ
して人物像を素描させることとなる｡｣ と続けている｡ この
記述もまたビングの影響が感じられる｡ ビングの 『芸術の日






のである｡ たとえ一枚の小さな草の葉であっても｣ 34 ｡ ビン
グの ｢一枚の小さな草｣ という記述は､ ゴッホの ｢たった一
茎の草｣ という書簡の記述と共通している｡ しかし､ ビング
は ｢自然の大景観｣ と ｢身近な小さな自然｣ という規模の違
う自然の二つの局面に視点を置いて､ 日本人の自然観を説明
しようとしているのに対して､ ゴッホは､ ｢身近な小さな自
然｣ が ｢風景の大景観｣ へ､ やがて動物や人間へとつながっ












のだったのか｡ これと対極にあるものを､ 彼は ｢因襲の世界｣




となったが､ 彼は画家になってからも､ 心の中に ｢宗教｣ を
ひきずったまま､ キリスト教の中に見出せなかった ｢真の信





いのだ｡｣ 37 (書簡531) 彼が求めた信仰に値する ｢偉大なも
の｣ とは何か｡ それは､ キリストのような人格神ではなく､
彼の生命であり､ 創造力ともなりえるものである｡ アルル時
代の彼にとって､ それは ｢自然｣ そのものであった｡ ｢自然｣
とは､ 彼にとって身近にある一茎の草であり､ 風景であり､
動物や自身の生命でもあり､ また創造力の源になるとも考え
られていた (書簡504) 38 ｡ 彼は､ 小さな草の葉にも､ 大きな
自然景観にも､ 動物や人間の中にも､ 同様に自然の実態 (必











ある｡ ゴッホの中には､ 日本が ｢自然の力を信頼する汎神論
的な宗教が存在している国｣ であるというイメージがあった
のだろうか｡ 日本の宗教が汎神論的性質を持っていることは､































世絵から得た手法を､ 彼は ｢日本風の色彩の単純化｣ と呼ん
でいる (書簡B3､ B6)｡ 《寝室》 [図 15] ではこの手法が
試みられ (書簡554)､ はっきりとした輪郭線が描き込まれ､
明るく平板な色彩で覆われている｡ しかし､ 色彩はただ単純
化されるのではなく､ 単純化すること (平坦な色面､ 色彩対
比､ 輪郭線の強調など) によって､ 描かれるものの持つ本質
例えば､ 烈しさ､ 情熱､ 愛､ 希望､ 神秘性など を象
徴､ 暗示することが目指された (書簡520)｡ 《寝室》の場合





しばらくして､ 彼は ｢うんと素描をしなければならない｡ 日
本版画のようなデッサンをやりたいと思うのだ｡｣ 41 (書簡474)
ともらすようになる｡ ｢日本版画のようなデッサン｣ と言い
表されたのは､ 日本の絵手本 (『北斎漫画』 の類) などにあ
る墨による絵のことである｡ 彼は､ 当時読んでいた 『お菊さ
ん』 の記述や 『芸術の日本』 にある図版などを目にし､ 日本






断言した (書簡509､ B10) 素描のうちの一枚を見てみたい｡








カップル､ 中央左側の農民) が描き込まれている｡ この素描






















している｡ 彼は絶対的に信頼すべきものに対して､ 時折 ｢永
遠の｣ という言葉を付ける｡ 描かれた自然風景は､ 絶対的に


















一方では､ 即興的・感覚的に ｢筆のままに｣ 描かれた日本の
素描のような描き方に憧れている｡ 彼は､ 感覚的に捉えられ
た美と理論的に構築された美とを統合することを目指してい
たのである｡ 書簡543で､ 彼は ｢自然が美しいと｣､ ｢もはや
自分で自分を感じず､ 絵が夢の中のようにやってくる｣ と述
べているが､ ｢自分で自分を感じず｣ というのは､ 自身が自
然に感動し､ 自然と一体化している状態､ ｢絵が夢のなかの





(書簡543) と言っているように､ 彼は､ 自分の感覚と理論を


















































例えば《けしと蝶》 [図 18] では､ 草花が自然に生えてい
る姿が画面いっぱいに描かれ､ しぼんだ花はうなだれている
が､ それでも生きていることを感じさせている｡ パリ時代に
も､ 彼は花の絵を盛んに描いていたが､ それらは､ 花瓶に活
けられた花がたいへん多かった｡ それに対して､ この頃の作
品は､ 画面いっぱいに地面から生えてくる草花が描かれてい

















も共通して､ 熱心な信仰心を持ち､ 素朴で誠実､ そして自然
と近しい関係を保って生きる人々であった｡ ドレッサーは実
際に日本を訪問し､ 日本人の日々の生活を目にした｡ その中
で､ 日本人の信仰に対する誠実な態度や､ 自然を愛し､ それ
と共に生活する人々の姿を発見した｡ そして､ 日本に根付く
宗教 仏教と神道 をある程度理解し､ 自然に敬意を払
い､ 自然を愛するという日本人の精神が信仰によって育まれ




















































サーだったと言える｡ しかしながら､ 彼らは共に､ 日本人の
自然観を独自に捉えたことで､ 新しい作品を生み出す力を得
ていたのである｡
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